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果 (h~O. 05~0. 20)や丹羽がロックフイノレダム(喜撰



















¥ q ~ ・ 一般座標









{CKJー ω2CMJ} P}二 {O} ~) 
ω: 固有振動数
{入 i目 国有ベクトル
上記の固有ベクトルi入}は， [M)， [K)， [C) 
をウェイティングマトリックスとして次の直交関係を満
足する([C) については仮定)。









共振曲線を基にして減衰比 (h)は近似的l乙h~ (f， 









(r = s) 
{ ~γ {2，}T CMJ {2r} = 





{.l，}T CCJ {Ar} = 
K;/M~~ω? 

















{q} = CAJ {φ} 
{q} = {ql q2……・ ・回一qnl
μ) 
図9 減
近でh~O. 25，中高部でh ニ O園38，堤底部でh~O. 40が
得られた。一方，鉛直方向の減衰比については水平万向




(A) = ({h} {A2}…目…{An})
{φ} = {¥Ol伊2".・H ・....¥On}T 





¥Or + 2 hrωr ¥Or十回r2 lpr 一言一一 (5) 
Mr 
長
Pr = {ん}T{P (t)} 
となる。
きて，強制外力が調和的な場合3 例えば
pキ(t ) ~Posinωot の場合には方程式(51の解はフ伊T~
asin Wo t 十 bcosω。 t ， α~r COSα， b~Ar si孔αなどと
おく乙とにより
¥0， = A， sin (曲。tα)
Ar=、/計十 b2 1， ωf 
守子
POT 
)0 ← ω02/ 叫 2)2ート 4hr2 曲02/ωf










hrw，t (r' ^^^ h.• ' ("_o;~ h.+i (7) (C1 cos叫，t+C2sinω，t) 




New Mark' sβ scheme を適用する。
(L1t) 2 
{q}n十工={q}ロ十 Llt{q} n十一言一 {q}n 
十戸(L1t)2 [{q}n十l一{q} n) 
Llt 
{ q} n+l二{q}n+プ2"({q)叶工イー {q }n) 
いま方程式 (1)と{.dq}= {q}n十l-{q}n，{L1q}= 
{ q} n+1一{q}nなどの関係により
(8) 






















Ei 二 100kg/cm' rt ~ 2.09 g/cm3 
G;γJ二 2300 c ~ 0.56 kg/cm' 
ν ~ O. 49 φ= 290 









した。図 7b) は同図a) I町てした起振実験と同条件 (P































がわかる。 ~I h=n 4 門、 0.2 0.1 
次l乙4-1で使用した断面，物性i直を用いて地震応答
解析を行なった。解析方法は，到5)に対して珂8)，(9)で

















l リ匂「ロ. ~...彩多少'"援潟綬認緩務超麗困。5 0.7 0.8 0.9 l.C 







は図14となる)。図15はh~ 0.2， t ~2.45cec の場合
について，それぞれ a)変位量， b )最大セン断ヒズし










図16 C R Fの定義 l
すれば，この僅は現在ある応力状態がどと程度破壊包絡
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G = A(r)σJ皿 (γ) ??
A，m パラメーター(ひずみの関数)
で与えた。解析に際しては堤体基礎の両端は固定とし，
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